
西
高
卓
球
部
の
思

い
出

六
型

内

田

英

彦

私
の
西
高
在
校
期
間
は
昭
和
二
十
六
年
か
ら
二
十
九
年
ま
で
で
、
第

六
期
生
で
あ
る
。
西
高
卓
球
部
の
創
立
世
代
は
第
二
期
及
び
第
二
期
生

で
あ
る
が
、
私
が
入
学
し
た
時
は
、
こ
の
あ
と
の
第
四
期
生
が
最
上
級

生
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
西
高
の
各
運
動
部
が

一
斉
に
相
前
後
し
て
創
立
さ

れ
て
お
り
、
卓
球
部
に
限
ら
ず
校
内
の
い
た
る
所
に
、
創
立
期
の
旺
盛

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
横
浴
し
て
い
た
様
に
思
う
。

最
上
級
の
四
期
生
は
、
亀
田
、
藤
田
、　
大
橋
、　
原
田
、　
甲
子
、　
竹

内
、
三
玉
、
加
納
、
久
保
日
、
平
川
な
ど
の
諸
氏
で
、
こ
の
年
代
は
全

員
男
子
で
あ
る
。
こ
の
一
年
あ
と
が
学
制
改
革
で
男
女
共
学
と
な
っ
た

第
五
期
生
で
、
男
子
に
は
若
山
、
中
里
、
女
子
に
は
斉
藤
、
荒
瀬
の
諸

氏
が
い
る
。
な
お
斉
藤
さ
ん
は
卒
業
後
三
井
生
命
に
入
社
さ
れ
て
軟
式

全
日
本
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

私
の
同
期
及
び
あ
と
二
期
を
列
記
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

（記

憶
洩
れ
あ
れ
ば
陳
謝
、
敬
称
略
）

六
期
生
男
子
　
沼
日
、
城
川
、
斉
木
、　
中
島
、　
佐
藤
、　
杉
浦
、　
三

浦
、
松
尾
、
内
田

同
　
女
子
　
佐
藤
、
清
水

七
期
生
男
子
　
加
々
美
、
河
村

同
　
女
子
　
正
田

八
期
生
男
子
　
浜
田
、
村
田
、
遠
藤
、
久
米

同
　
女
子
　
矢
野

当
時
の
西
高
卓
球
部
の
実
力
の
程
度
は
東
京
高
校
卓
球
界
の
上
位
中

堅
校
位
の
所
で
、
東
京
高
校
界
が
全
国
で
も
ト
ツ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
し
て
、
ま
ず
ま
げ
の
強
さ
で
あ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
残
念
な

こ
と
に
、
こ
の
頃
か
ら
い
わ
ゆ
る
受
験
地
獄
の
時
代
に
入

っ
て
お
り
、

二
年
生
の
三
学
期
か
ら
は
休
部
す
る
の
が
普
通
の
状
態
で
、
そ
の
後
も

卓
球
を
続
け
る
の
は
む
し
ろ
特
殊
な
ほ
う
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和

二
十
八
年
二
月
に
行
わ
れ
た
東
京
都
高
校
団
体
戦
で
は
、
準
決
勝
で
負

け
て
第
二
位
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
は
、
二
年
生
の
斉
木

氏
と
私
、
及
び
、　
一
年
生
の
加
々
美
氏
と
河
村
氏
の
四
人
で
あ
っ
た
。

準
決
勝
で
は
優
勝
し
た
都
立

一
商
に
三
対
二
で
敗
れ
た
が
、
こ
の
時
の

一
商
の
メ
ン
バ
ー
は
四
人
共
三
年
生
で
あ
っ
た
。

私
の
記
憶
す
る
三
年
間
の
日
ば
し
い
戦
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

斉
藤
嫌
―
イ
ン
タ
ー
杯
代
表
、
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
代
表
、
関
東
選
手

権
代
表

加
々
美
氏
―
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
代
表

内
田
、
加
々
美
組
―
関
東
高
校
選
手
権
ダ
ブ
ル
ス
代
表

浜
田
氏
―
東
京
高
校
新
人
戦
第
二
位
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団
体
―
東
京
高
校
団
体
戦
第
二
位

当
時
の
練
習
場
は
、
校
庭
と
中
庭
に
は
さ
ま
れ
た
木
造

の
体

育

館

で
、
バ
レ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と
共
同
し
て
使
用
し
て
い
た
。
と
き

お
リ
バ
レ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
は
ず
れ
球
が
卓
球
台
に
飛
び
こ
ん
で
き

て
体
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
ネ
ッ
ト
を
引
き
ち
ぎ

っ
た
り
し
、
そ
の
度
に

練
習
が
中
断
に
な
り
、
大
変
苦
労
を
さ
せ
ら
れ
た
憶
え
が
あ
る
。

又
卓
球
台
の
ハ
ズ
ミ
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
古
く
な
っ
た
運
動
靴
の

裏
ゴ
ム
で
力

一
杯
台
を
こ
す
っ
て
カ
ラ
拭
き
を
す
る
。
そ
し
て
、　
一
年

生
の
学
帽
で
台
を
き
れ
い
に
拭

っ
て
仕
上
げ
を
す
る
。
特
に

一
年
生
の

帽
子
を
使
う
理
由
は
、
上
級
生
の
帽
子
は
上
拭
き
に
す
る
に
は
汚
れ
す

ぎ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

創
立
期
に
は
、
わ
れ
た
ボ
ー
ル
に
糊
を
は
っ
て
又
使

っ
た
り
、
ラ
ケ

ッ
ト
を
自
分
で
作

っ
た
り
す
る
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
い
。
私
の
頃

も
や
や
よ
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
戦
後
の
物
質
難
の
時
代
で
、
用

具
に
は
色
々
苦
労
を
し
た
。
或
る
と
き
ユ
ニ
ホ
ー
ム
用
に
父
親
の
古
い

開
襟
シ
ャ
ツ
を
せ
し
め
、
家
の
台
所
の
洗
面
器
で
青
く
染

め
た
と

こ

ろ
、
台
所
中
が
青
く
な
っ
て
母
親
に
え
ら
く
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

お
ま
け
に
こ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
練
習
し
た
ら
体
が
青
く
染
ま
っ
て

し
ま
い
、
着
か
え
た
下
着
も
青
く
な
り
、
風
呂
の
湯
が
又
青
く
な
り
、

で
散
々
な
目
に
あ
っ
た
。

又
運
動
靴
が
す
ぐ

へ
っ
て
一果
側
に
穴
が
あ
い
て
し
ま
う
の
で
、
古
い

靴
の
ゴ
ム
で
使
え
る
と
こ
ろ
を
切
り
取

っ
て
、
穴
の
場
所
に
セ
メ
ダ
イ

ン
で
貼
り
つ
け
て
使
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。

食
べ
た
い
盛
り
が
食
糧
難
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
弁
当
は
二
時
間
目

の
体
み
時
間
に
カ
ラ
に
な
り
、
昼
休
み
や
練
習
後
の
飢
え
は
も

っ
ぱ
ら

校
内
前
の

「
日
の
出
屋
」
の
パ
ン
で
凌
い
だ
も
の
だ
。

色
々
と
思
い
出
は
尽
き
な
い
が
、
矢
張
り
こ
こ
で
一
言
荻
村
伊
智
朗

氏
に
ふ
れ
た
い
と
思
う
。

荻
村
氏
は
西
高
第
二
期
生
で
昭
和
二
十
六
年
に
卒
業
さ
れ
、
都
立
大

学
に
入
学
さ
れ
た
。
丁
度
私
の
西
高
入
学
と
は
入
れ
替
わ
り
で
あ
る
。

氏
は
都
立
大
学
で
の
勉
学
の
か
た
わ
ら
、
当
時
吉
祥
寺
に
あ
っ
た
吉

祥
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
れ
て
卓
球
を
こ
こ
ろ
ざ
し
、
西
高
体
育
館
に
も
よ

く
練
習
に
見
え
ら
れ
て
い
た
。
練
習
態
度
は
ま
こ
と
に
真
面
目
で
、
か

つ
峻
烈
な
も
の
が
あ
り
、
練
習
中
、
氏
の
笑
顔
の
一
つ
、
冗
談
の
一
言

も
私
は
記
憶
に
な
い
。

又
当
時
の
無
名
時
代
か
ら

「自
分
は
必
ず

一
流
選
手
に
な
る
」
と
い

う
気
概
と
信
念
を
持

っ
て
お
ら
れ
た
。
従

っ
て
ど
ん
な
練
習
で
も
、
ど

ん
な
大
試
合
で
も
、
常
に
自
分
を
鍛
え
る
た
め
、
強
く
な
る
た
め
の
も

の
で
し
か
な
か
っ
た
。

私
は
高
校
時
代

一
度
だ
け
練
習
ゲ
ー
ム
で
氏
に
勝

っ
た

こ
と
が

あ

る
。
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
十
セ
ッ
ト
試
合
を
申
し
こ
ま
れ
て
、
結
局

一
セ

ッ
ト
も
十
本
以
上
取
れ
な
か
つ
た
。
最
終
セ
ッ
ト
が
終
っ
た
と
き
は
日

が
暮
れ
て
ボ
ー
ル
が
暗
く
て
よ
く
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

冬
休
み
に
大
晦
日
の
夕
方
ま
で
練
習
し
、
元
旦
は
休
ん
で
二
日
に
出

て
い
っ
た
ら
荻
村
氏
に
大
変
叱
ら
れ
た
憶
え
が
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の

元
旦
の
練
習
出
席
者
は
、
荻
村
氏
の
ほ
か
私
の
同
期
の
城
川
君

一
人
だ
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け
で
、
二
人
で
終
日
ボ
ー
ル
を
打
ち
合

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

荻
村
氏
は
昭
和
二
十
六
年
、
当
時
で
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
ス
ポ
ン
ジ

ラ
ケ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
軟
式
全
日
本
選
手
権
で
優
勝
し
て

一
躍

一
流
選

手
の
仲
間
入
り
を
は
た
し
、
翌
二
十
七
年
日
大
に
転
校
さ
れ
て
、
そ
の

年
の
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
活
躍
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す

る
が
、
氏
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
指
導
者
、
論
説
者
、
役
員
、
内
外
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
チ
ャ
ー
と
卓
球
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
於
て
の
長
年
月
に
渡

っ
て
の
活
躍
は
、
た
だ
驚
嘆
す
る
の
み
で
あ
る
。

私
は
少
、
青
年
時
代
の
多
感
な
時
期
に
、
こ
の
様
な
人
に
親
し
く
接

す
る
こ
と
が
出
来
、　
一
生
の
幸
せ
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
と
思

っ

て
い
る
。

書
き
た
い
人
、
書
き
た
い
こ
と
、
思
え
ば
き
り
が
な
い
が
、
最
後
に

末
筆
な
が
ら
、
当
時
親
身
に
な
っ
て
我
々
卓
球
部
の
面
倒
を
見
て
下
さ

っ
た
藤
崎
、
古
川
両
先
生
に
、
不
断
の
欠
礼
を
お
詫
び
し
、
満
腟
の
敬

意
を
表
し
て
筆
を
置
く
こ
と
に
す
る
。

白
球
に
夢
を
た
く
し
て

七
曇

加
々
美

信

光

早
い
も
の
で
、
西
高
卓
球
部
卒
業
後
二
十
年
以
上
に
も
な
る
。
当
時

は
、
ま
だ
戦
後
の
苦
し
い
時
代
で
、
ほ
か
に
何
の
楽
し
み
も
な
い
若
者

が
、
小
さ
な
白
球
を
追

っ
て
夢
中
に
な

っ
て
い
た
。
風
呂
屋
の
鏡
の
前

で
連
日
素
振
り
の
練
習
を
し
て
気
狂
い
扱
い
さ
れ
た
先
輩
が
現
実
に
い

た
。小

生
が
入
学
し
た
頃
は
、
す
で
に
荻
村
さ
ん
は
卒
業
さ
れ
て
い
た
。

ま
だ
都
立
大
に
お
ら
れ
た
頃
で
、
そ
れ
程
世
間
に
も
知
ら

れ

て

お

ら

ず
、
よ
く
西
高
に
こ
ら
れ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
を
相
手
に
練
習
を
さ
れ
て

い
た
。
あ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
フ
ォ
ー
ム
に
接
す
る
だ
け
で
、
わ
れ
わ
れ

も
う
ま
く
な

っ
た
よ
う
な
気
に
な

っ
た
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
意
味
で
も

わ
れ
わ
れ
は
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

今
、
思
い
出
し
て
も
、
当
時
の
わ
れ
わ
れ
は
馬
鹿
み
た
い
に
夢
を
追

い
か
け
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
た
し
か
、
入
学
し
た
年
の
昭
和
二
十
七

年
に
ボ
ン
ベ
イ
で
開
か
れ
た
世
界
選
手
権
で
、
佐
藤
さ
ん
が
ス
ポ
ン
ジ

を
駆
使
し
て
、
日
本
人
で
は
じ
め
て
世
界
選
手
権
を
獲
得
し
た
。
そ
の

直
後
、
バ
ー
グ

マ
ン
、
リ
ー
チ
の
イ
ギ
リ
ス
勢
が
日
本
を
訪
れ
、
日
本

勢
は
見
事
に
返
り
討
ち
に
あ

っ
た
。
今
の
後

楽

園

の
ア
イ
ス
・
ス
ケ
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